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金
子
　
務
教
授
履
歴
書

本
籍
住
所

氏
名

神
奈
川
県
鎌
倉
市
常
盤
九
三
七
番
地
の
一
八
五

五
九
三
　
堺
市
大
野
芝
町
二
三
府
大
宅
舎
四
1
一
〇
三
　
　
　
電
話
〇
七
二
二
⊥
二
七
⊥
二
〇
五
七

二
四
八
　
鎌
倉
市
常
盤
九
三
七
－
一
八
五
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
〇
四
六
七
⊥
二
一
－
八
九
三
六

鋼
邪
謝
ム
　
　
　
　
　
男
　
　
　
暗
和
八
年
（
一
九
三
三
）
＝
月
三
〇
日
生

学

歴

1

昭
和
二
四
年

同
二
七
年

同
二
七
年

同
二
九
年

同
三
二
年

三四四三四月月月月月

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
付
属
高
校
入
学

同
卒
業

東
京
大
学
教
養
学
部
理
科
H
類
入
学

東
京
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
科
学
史
及
び
科
学
哲
学
分
科
進
学

同
卒
業
（
教
養
学
士
）



H

職

歴

昭
和
三
二
年

同
　
　
年

同
三
三
年

同
三
九
年

同
四
二
年

同同
四
四
年

同
　
　
年

同
四
五
年

同
　
　
年

同
五
三
年

同
五
四
年

同
五
八
年

同
五
九
年

八九四五四
月月月月月

年
一
二
月二九四九七六七三

月月月月月月月月

読
売
新
聞
社
編
集
局
記
者
と
し
て
入
社

同
地
方
部
宇
都
宮
支
局
勤
務

同
出
版
局
科
学
読
売
編
集
部
勤
務

同
出
版
局
週
刊
読
売
編
集
部
勤
務

海
外
特
派
（
イ
ン
ド
．
イ
ラ
ン
．
エ
ジ
プ
ト
・
ソ
連
）
約
一
ヵ
月
・
連
載
「
世
界
を
考
え
る
」
取
材

海
外
特
派
（
小
笠
原
・
グ
ア
ム
）
約
一
〇
日
・
小
笠
原
返
還
取
材

海
外
特
派
（
韓
国
）
約
「
○
風
間
・
愚
智
合
同
軍
事
演
習
取
材

海
外
特
派
（
米
国
）
約
四
〇
日
・
ア
ポ
ロ
ニ
号
取
材

読
売
新
聞
社
退
社

中
央
公
論
社
入
社
・
雑
誌
編
集
局
自
然
編
集
部
次
長

海
外
取
材
（
サ
イ
パ
ン
・
グ
ア
ム
）
約
一
週
間

海
外
取
材
（
米
国
）
約
二
週
間
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
資
料
調
査

中
央
公
論
社
雑
誌
編
集
局
W
i
l
l
編
集
部
次
長

海
外
視
察
（
西
独
）
約
二
週
間
・
西
独
政
府
招
待
、
経
済
誌
視
察
団
長



皿

同
五
九
年
＝
月

同
六
〇
年
　
三
月

同
調
〇
年
　
四
月

平
成
　
二
年
　
四
月

同
五
年
　
四
月

同

同
六
年
　
四
月

同同

　
同
七
年
　
四
月

　
　
同
九
年
　
三
月

く
非
常
勤
講
師
v

昭
和
五
四
年
　
四
月

　
同
五
五
年
　
四
月

海
外
取
材
（
ス
イ
ス
）
約
二
週
間
・
ス
イ
ス
時
計
産
業
会
招
待

中
央
公
論
社
退
社

謀
叛
上
盤
縫
懸
盤
軽
叢
㎝
糧
翻
転
縫
台
岳
就
任
（
現
在
に
至

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
・
「
日
本
人
の
自
然
観
」
班

（
平
成
四
年
三
月
ま
で
）
、
同
「
環
境
と
文
明
」
班
（
平
成
六
年
三
月
ま
で
）

大
阪
府
立
大
学
評
議
員
・
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
学
術
情
報
部
長
（
任
期
二
年
．
平
成
七
年
三
月
ま
で
）

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
・
「
総
合
雑
誌
の
総
合
的
研
究
」
班
（
現
在
に
至
る
）

大
阪
府
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
学
研
究
科
（
新
設
博
士
課
程
）
教
授
（
現
在
に
至
る
）
．
比
較
科
学
思
想

担
当

放
送
大
学
客
員
教
授
（
現
在
に
至
る
）
・
番
組
「
宇
宙
観
の
歴
史
と
人
間
」
主
任
講
師

総
合
研
究
大
学
院
大
学
共
同
研
究
員
・
「
生
命
科
学
と
生
命
観
、
2
0
世
紀
に
お
け
る
発
展
と
変
遷
」
班
（
現

在
に
至
る
）

大
阪
府
立
大
学
評
議
員
・
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
学
術
情
報
部
長
（
再
任
．
平
成
九
年
三
月
ま
で
）

大
阪
府
立
大
学
定
年
退
職

東
京
電
機
大
学
工
学
部
非
常
勤
講
師
・
科
学
技
術
史

工
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
・
科
学
思
想
史



　
同
五
六
年

　
同
五
七
年

　
同
五
八
年

　
同
五
九
年

　
同
六
〇
年

平
成
　
一
年

四四四四四四月月月月月月

〈
学
内
委
員
〉

昭
和
六
二
年
四
月

　
　
　
　
　
同

　
同
六
三
年
　
四
月

　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
同

平
成
　
二
年
四
月

　
　
　
　
　
同

平
成
五
年
　
四
月

中
央
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
・
自
然
科
学
概
論

東
京
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
非
常
勤
講
師
・
科
学
社
会
学

東
海
大
学
理
学
部
大
学
院
非
常
勤
講
師
・
科
学
教
育
論

東
京
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
非
常
勤
講
師
・
科
学
史

学
習
院
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
・
文
化
史
演
習

大
阪
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・
物
理
学
特
論

大
阪
府
立
大
学
大
学
院
委
員
会
委
員
（
平
成
四
年
三
月
ま
で
）

同
入
試
運
営
委
員
会
委
員
兼
出
題
採
点
委
員
会
副
委
員
長

同
入
試
運
営
委
員
会
委
員
兼
出
題
採
点
委
員
会
委
員
長
（
同
六
四
年
三
月
ま
で
）

同
補
導
委
員
（
平
成
二
年
三
月
ま
で
）

大
阪
府
立
大
学
公
開
講
座
企
画
委
員
会
委
員
（
平
成
九
年
三
月
ま
で
）

同
委
員
長
（
同
三
年
三
月
ま
で
）

大
阪
府
立
大
学
国
際
交
流
委
員
会
委
員
（
同
四
年
三
月
ま
で
）

大
阪
府
立
大
学
将
来
計
画
委
員
（
同
九
年
三
月
ま
で
）



V
、、

　
　
　
同

　
　
　
同

　
　
　
同

く
海
外
出
張
v

昭
和
六
二
年
一
二
月

同
六
三
年
　
七
月

同
六
三
年
一
〇
月

平
成
　
一
年
八
月

　
同
　
　
年
一
〇
月

平
成
二
年
　
一
月

　
同
二
年
四
月

　
同
五
年
七
月

　
同
八
年
一
二
月

同
自
己
点
検
評
価
制
度
委
員
会
委
員
（
同
）

同
教
育
課
程
編
成
委
員
会
委
員
（
同
）

同
学
術
交
流
会
館
運
営
委
員
会
委
員
（
同
）

公
務
出
張
（
イ
ス
ラ
エ
ル
他
）
約
二
週
間
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
資
料
調
査

公
務
出
張
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
約
一
週
間
・
バ
リ
人
間
工
学
国
際
会
議

公
務
出
張
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
約
三
週
間
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
資
料
調
査

公
務
出
張
（
イ
ス
ラ
エ
ル
・
イ
ギ
リ
ス
）
約
三
週
間
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
資
料
調
査

公
務
出
張
（
オ
ラ
ン
ダ
）
一
〇
日
間
・
日
蘭
大
学
学
術
交
流
訪
問
団
囮
員

公
務
出
張
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
約
二
週
間
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
資
料
調
査

公
務
出
張
（
イ
ス
ラ
エ
ル
・
イ
ギ
リ
ス
）
約
二
週
間
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
国
際
会
議

公
務
出
張
（
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
約
二
週
間
・
国
際
科
学
史
学
会
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
発
見
委
員
会
訪
問

公
務
出
張
（
イ
ギ
リ
ス
Y
一
〇
日
面
・
ロ
ン
ド
ン
王
立
協
会
資
料
調
査



学
会
並
び
に
社
会
に
お
け
る
活
動

〈
学
会
V

昭
和
五
一
．
「
年
　
四
月

　
同
五
二
年
四
月

同
五
五
年
四
月

同
六
二
年
四
月

同
六
三
年
九
月

同
六
三
年
一
〇
月

平
成
　
二
年
　
六
月

伺
四
年
二
月

同
六
年
四
月

同
四
年
六
月

同
　
年
七
月

同
　
年
八
月

同
七
年
四
月

ゲ
ー
テ
の
自
然
科
学
の
集
い
会
員
（
現
在
に
至
る
）

科
学
基
礎
論
学
会
会
員
（
同
）

日
本
科
学
史
学
会
会
員
（
同
）

同
学
会
全
体
委
員
（
平
成
五
年
ま
で
）

医
学
倫
理
学
会
会
員
（
現
在
に
至
る
）

形
の
科
学
会
会
員
（
同
）
・
同
運
営
委
員
（
同
）

日
本
又
化
会
議
会
員
（
平
成
六
年
ま
で
）

形
の
文
化
会
会
員
・
幹
事
（
現
在
に
至
る
）

同
副
会
長
（
同
）

比
較
文
明
学
会
会
員
（
同
）

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
・
プ
ロ
セ
ス
学
会
会
員
（
同
）

宮
沢
賢
治
学
会
会
員
（
同
）

国
際
比
較
文
明
学
会
会
員
（
同
）

．
同
学
会
誌
編
集
委
員
（
同
）



〈
社
　
会
〉

昭
和
六
一
年
　
四
月

　
同
六
三
年
　
四
月

　　　平
同同同成

同
一
年
　
一
月

四
年
　
四
月

五
年
　
二
月

五
年
　
四
月

同

同
七
年
．
四
月

同
　
八
年
　
四
月

日
本
科
学
協
会
評
議
員
・
企
画
委
員
（
同
六
三
年
三
月
ま
で
）

日
本
科
学
協
会
理
事
・
企
画
委
員
（
現
在
に
至
る
）

堺
市
緑
化
推
進
協
議
会
委
員
・
同
専
門
委
員
（
同
）

日
暮
修
交
三
八
○
年
記
念
事
業
科
学
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
委
員
長

堺
市
国
際
化
問
題
懇
話
会
委
員
・
同
座
長
（
現
在
に
至
る
）

日
本
ポ
ル
ト
ガ
ル
友
好
四
五
〇
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
委
員
長

大
阪
府
公
立
図
書
館
協
議
会
委
員
（
現
在
に
至
る
）

公
立
大
学
図
書
館
協
議
会
副
会
長
（
七
年
三
月
ま
で
）

同
協
議
会
会
長
（
八
年
三
月
ま
で
）

同
協
議
会
副
会
長
（
現
在
に
至
る
）

賞

罰

昭
和
五
六
年
一
二
月

第
三
回
サ
ン
ト
リ
：
学
芸
賞
（
社
会
風
俗
部
門
）

イ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
』
全
二
巻
に
対
し
て

サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
　
著
書
『
ア
イ
ン
シ
ュ
タ



書
　
　
　
　
　
名

単
著
・
共
著

発
　
　
　
行
　
　
所

刊
行
年
月
日

一、

齣
蝸
ﾊ
消
費
時
代
へ
の
挑
戦

単

早
川
書
房

一
九
六
五
年
四
月
三
〇
日

二
、
宇
宙
か
ら
の
声
が
き
こ
え
る
　
1
異
星
間
通
信
と
宇
宙
文
明

単

大
日
本
図
書

一
九
七
七
年
一
二
月
一
〇
日

三
、
科
学
と
哲
学
の
界
面
（
臥
謁
聾
考
蓼
薙
中

共

朝
日
出
版
社

一
九
八
一
年
四
月
二
五
日

四
鐵
ン
脚
蓉
鎌
鐘
骸

単

河
出
書
房
新
社

｝
九
八
一
年
七
月
　
一
日

五
、
思
考
実
験
と
は
な
に
か
　
一
そ
の
役
割
と
構
造
を
探
る

単

講
談
社

｝
九
八
六
年
三
月
二
〇
日

六
、
科
学
史
ノ
ー
ト
ー
七
、
科
学
技
術
を
ど
う
読
む
か
　
一
文
科
系
人
間
の
た
め
の
一
〇
〇
冊

単
単

啓
林
館
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
社

一
九
八
七
年
四
月
　
一
日
一
九
八
七
年
四
月
三
〇
日

八
、
比
較
科
学
史
の
地
平
　
（
「
科
学
理
論
受
容
の
比
較
文
化
的
問
題
」
　
署
●
N
⑩
下
G
。
卜
。
↓
）

共

培
風
下

一
九
八
九
年
一
〇
月
三
〇
日

著
書
（
単
著
／
共
著
／
監
修
）

金
子

務

教
授
業
績
目
録



九
、
霞
①
O
o
弓
震
9
。
鉱
く
①
閑
①
o
o
曾
一
8
0
h
　
閃
①
冨
二
5
ξ
（
窃
勺
Q
o
　
＜
o
一
」
一
〇
G
Q
）
　
匿
』
島
・
㊦
に
。
脚
、
　
　
（
田
房
3
旨
、
ω
一
弓
9
9
8
討
8
器
。
。
Φ
　
岡
暮
。
＝
8
ε
9
。
一
。
。
．
b
，
G
。
切
マ
。
。
お
）

共

O
』
Φ
監
9

一
九
八
七
年
一
〇
月
　
一
日

一
〇
、
科
学
史
ノ
ー
ト
　
一

単

啓
林
館

一
九
八
八
年
四
月
　
一
日

一
一
、
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
な
ぜ
ア
イ
ン
シ
ュ
　
　
タ
イ
ン
に
な
っ
た
の
か

単

平
凡
社

一
九
九
〇
年
四
月
一
六
日

＝
一
、
自
立
す
る
科
学
史
学
　
　
（
伊
東
俊
太
郎
先
生
還
暦
記
念
論
集
）
　
　
（
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
思
考
実
験
」
　
　
b
弓
』
マ
一
一
㎝
）

共

北
樹
出
版

一
九
九
〇
年
四
月
二
五
日

一
三
、
世
紀
末
か
ら
新
世
紀
末
へ
　
　
（
「
科
学
の
世
紀
末
・
新
世
紀
末
」
　
　
ロ
b
●
卜
。
G
。
α
幽
お
）

共

筑
摩
書
房

一
九
九
〇
年
七
月
二
五
日

一
四
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
天
使

共

哲
学
書
房

一
九
九
一
年
四
月
二
六
日

一
五
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
　
　
（
新
装
増
補
版
）
　
全
二
巻
第
一
巻
大
正
日
本
を
揺
が
せ
た
四
十
三
日
間
第
二
巻
　
日
本
の
文
化
と
思
想
へ
の
衝
撃

単

河
出
書
房
新
社

一
九
九
一
年
四
月
二
八
日

一
六
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
ロ
マ
ン
ー
1
　
黄
泉
の
時
空
か
ら

監
修

旺
本
放
送
出
版
協
会

一
九
九
一
年
四
月
三
〇
日

一
七
、
ガ
リ
レ
オ
た
ち
の
仕
事
場
　
一
西
洋
科
学
文
化
の
航
図

単

筑
摩
書
房
．

一
九
九
一
年
八
月
二
〇
日



X

一
八
、
生
命
1
「
も
の
」
と
「
か
た
ち
」
　
木
村
雄
吉
先
生
遺
稿
集
　
　
（
雛
雛
難
羅
鉄
遷
、
先
生
　
　
b
O
』
コ
ー
N
。
。
㊤
）

共
編

学
会
出
版
セ
ン
タ
ー

一
九
九
一
年
一
一
月
一
〇
日

」
譜
籠
知
蜘
羅
蠕
鋸
歯
　
　
宕
』
N
－
誤
）

共

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
九
一
年
一
二
月
一
〇
日

二
〇
、
私
は
神
の
パ
ズ
ル
を
解
き
た
い
　
　
ー
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

監
修

哲
学
書
房

一
九
九
二
年
二
月
　
一
日

一
二
、
科
学
と
は
な
に
か
　
　
一
｝
二
の
フ
ォ
ー
カ
ス
　
　
（
「
モ
デ
ル
」
亭
一
謡
山
0
9
　
　
　
「
科
学
共
同
体
」
弓
一
㊤
〒
曽
幽
）

共
編

北
樹
出
版

一
九
九
二
年
四
月
一
〇
日

二
二
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ひ
と
を
語
る
　
　
1
序
文
を
中
心
に

共
編

東
海
大
学
出
版
会

一
九
九
三
年
四
月
一
五
日

二
三
、
さ
ら
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
　
　
ー
エ
ピ
ソ
ー
ド
科
学
史
異
聞

単

平
凡
社

一
九
九
三
年
四
月
二
〇
日

二
四
、
フ
ァ
ジ
ィ
の
科
学
と
思
想
　
（
「
科
学
思
想
と
し
て
の
フ
ァ
ジ
ィ
ネ
ス
」
　
　
噂
b
』
G
。
－
。
。
刈
）

共

日
刊
工
業
新
聞
社

一
九
九
三
年
五
月
三
〇
日

二
五
、
世
界
の
中
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
　
　
（
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
訪
日
と
　
　
　
　
ハ
ー
ン
体
験
」
弓
。
。
。
。
ギ
G
。
q
⊃
司
）

共

河
出
書
房
新
社

一
九
九
四
年
二
月
一
＝
日



単
共
共
共
共
早
着
共
共
共



浬

共

一
九
九
三
年
三
月
三
〇
日

山
ハ
、
O
旨
一
鴇
《
①
ω
什
O
吋
α
⇔
《
一
Q
。
㊤
Q
O
l
一
⑩
り
G
Q
　
（
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
相
対
性
理
論
」
　
　
亭
。
。
。
。
－
。
。
O
）

共

モ
ー
ビ
ル
石
油

一
九
九
三
年
五
月
一
二
日

七
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
　
一
伝
記
・
世
界
を
変
え
た
人
々
1
9
（
田
。
爵
訂
a
8
9
。
一
α
…
〉
一
σ
Φ
『
け
国
旨
ω
8
昼
　
国
×
一
〇
《
ぎ
げ
二
一
㊤
り
N
θ
甥
）

解
説

幽
翠
社

一
九
九
四
年
三
月
　
一
日

八
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
　
⊥
．
一
〇
世
紀
の
扉
を
開
い
た
相
対
論
　
（
犬
上
博
史
作
・
山
本
キ
ク
オ
i
画
。
　
　
丸
善
コ
ミ
ヅ
ク
）

校
閲

丸
善

一
九
九
四
年
三
月
二
五
日

半
、
世
界
全
史
　
（
「
時
計
・
羅
針
盤
・
海
図
」
日
G
。
㎝
O
－
。
。
㎝
一
ノ
　
　
「
望
遠
鏡
と
顕
微
鏡
」
眉
，
総
〒
罐
一
・
）

共

講
談
社

一
九
九
四
年
＝
月
一
五
日

一
〇
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
興
　
　
（
第
1
巻
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
　
　
　
℃
，
一
〇
刈
－
δ
P
）
全
面
改
訂
第
3
版
。

共

T
B
S
ブ
リ
タ
ニ
カ

一
九
九
五
年
七
月
　
一
日

共

主
婦
と
生
活
社

一
九
九
五
年
九
月
二
九
日
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畑

六
、
お
か
し
な
デ
ー
タ
・
ブ
ッ
ク
醇
難
臥
。
蟹
鯉
講
熟
署

単

朝
日
出
版
社

一
九
七
八
年
六
月
頃
一
日

七
（
曙
歌
鮎
鞠
評
§
藝
。
…
7
　
野
け
冨
8
霞
①
。
。
け
鼠
舘
一
一
。
一
一
信
2
8
．
謬
　
屡
↓
寄
。
ω
ρ
一
雪
◎
。
の
訳
）

共

河
出
書
房
新
社

一
九
七
六
年
＝
月
二
〇
日

八
、
青
春
め
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
　
一
創
造
の
ベ
ル
ン
時
代
　
（
蟹
突
凄
鼻
茜
g
…
津
審
『
け
国
営
。
。
8
貯
貯
　
詔
暑
・
雷
旦
蕾
ξ
計
一
〇
置
の
訳
）

単

東
京
図
書
新
装
版
新
装
・
改
訂
版

一
九
七
八
年
　
○
月
二
五
日
踊
九
八
五
年
一
二
月
一
〇
臼
一
九
九
雨
燕
四
月
二
五
日

九
、
宇
宙
の
極
限
窮
一
一
訴
醗
舶
護
酵
謂
躍
　
，
＃
Φ
冒
9
。
罵
ω
．
9
＆
留
需
『
。
。
冨
『
。
。
●
　
膏
§
触
卿
閥
薯
二
一
〇
♂
の
訳
）

単

一
九
七
九
年
二
月
置
〇
日

　
　
　
印
一
〇
、
科
学
エ
リ
ー
ト
斜
生
写
実
鯨
縢
購
騒
　
国
一
晒
け
①
一
．
2
0
げ
Φ
一
』
L
岱
信
『
Φ
m
け
Φ
ω
　
一
旨
酔
7
Φ
　
窪
騨
9
ω
富
岱
ω
・
貯
。
昌
一
ぼ
当
雷
三
●
　
8
二
冨
謡
の
訳
）

監
．
訳

玉
川
大
学
出
版
局

一
九
八
○
年
一
二
月
二
五
日

一
二
、
か
く
れ
た
世
界
、
餓
鯉
鍛
禦
囎
誰
．
目
量
閑
．
一
　
富
註
≦
な
碧
匹
穿
0
3
霞
誓
寓
器
昌
巴
8
り
　
響
。
『
℃
呂
一
二
富
謡
の
訳
）

単

一
九
八
一
年
九
月
一
〇
日
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＝
一
、
技
術
・
科
学
・
歴
史
　
　
、
ド
転
回
期
に
お
け
る
技
術
の
諸
原
理
　
（
O
●
ω
●
［
・
9
a
奉
一
一
“
目
8
言
。
一
〇
σ
Q
ざ
　
曽
一
2
8
碧
山
田
ω
ぎ
昌
』
①
一
コ
Φ
掃
目
　
国
9
8
江
。
器
一
ゆ
8
冨
．
一
雪
b
。
の
訳
）

単

河
出
書
房
新
社

一
九
八
二
年
四
月
一
〇
日

ニ
ニ
、
変
わ
る
！
　
（
H
ω
き
。
＞
ω
旨
。
＜
…
9
碧
。
。
Φ
r
出
8
σ
q
耳
8
　
霞
凍
一
旨
8
こ
お
。
。
一
の
訳
）

単

河
出
書
房
新
社

一
九
八
四
年
五
月
二
五
日

監
訳

白
揚
社

一
九
八
六
年
四
月
三
〇
日

一
五
、
神
は
老
檜
に
し
て
…
ー
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
人
と
学
問
　
（
〉
σ
轟
冨
自
評
冨
”
ω
呂
菖
。
一
ω
夢
。
　
ざ
巨
．
：
、
1
冒
。
ω
o
一
2
8
ゆ
昌
昏
Φ
　
ピ
龍
Φ
o
騰
と
冨
腎
国
貯
◎
。
↓
①
一
炉
O
×
h
o
a
　
ぎ
一
く
興
段
ξ
源
8
。
。
「
お
。
。
N
の
訳
）

共

産
業
図
書

一
九
八
七
年
　
一
月
三
〇
日

一
六
、
形
の
冒
険
　
（
冨
ロ
8
一
〇
什
冨
薯
謬
旨
Φ
”
》
0
8
昌
汁
8
　
局
0
9
一
⑩
躍
の
訳
）
　
解
説
「
」
．
L
．
ホ
ワ
イ
ト
体
験
と
そ
の
　
思
想
的
意
義
」

解
説

工
作
舎

一
九
八
七
年
　
二
月
二
五
日



糊

単

白
揚
社

一
九
八
七
年
七
月
二
〇
日

監
訳

工
作
舎

一
九
八
九
年
四
月
三
〇
日

監
訳

平
凡
社

一
九
八
九
年
八
月
二
一
二
日

二
〇
、
宇
宙
の
測
り
方
上
・
下
　
ー
ア
シ
モ
フ
の
S
I
単
位
系
ガ
イ
ド
　
（
討
鎚
。
＞
の
旨
。
ぐ
…
亭
。
躍
＄
ω
霞
o
o
h
芸
①
　
ぎ
一
く
興
ω
ρ
臣
§
憎
俸
．
閃
。
ぎ
巳
。
。
。
。
の
訳
）

共

河
出
書
房
新
社

一
九
九
一
年
　
一
月
一
八
日

二
一
、
特
殊
お
よ
び
一
般
相
対
性
理
論
に
つ
い
て
　
（
、
「
わ
が
相
対
性
理
論
」
の
改
訳
．
・
改
題
）

単

白
揚
社
　
　
　
　
．

一
九
九
一
年
　
四
月
三
〇
日



㎜ 辱

単

白
古
社

一
九
九
一
年
六
月
一
五
日

二
一
二
、
未
知
へ
の
旅
立
ち
　
ー
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
新
自
伝
ノ
ー
ト

編
訳

小
学
館

一
九
九
一
年
八
月
　
一
日

共

産
業
図
書

一
九
九
二
年
五
月
二
九
日

二
五
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
　
」
起
源
と
そ
の
展
開
　
（
》
ヨ
㊤
田
9
毫
Φ
＝
…
国
8
δ
σ
q
団
営
導
Φ
N
O
誓
　
O
g
甘
昌
り
〉
田
。
α
8
昌
幽
く
繊
①
d
葺
く
g
ω
一
ξ
　
等
Φ
ω
ρ
一
㊤
。
。
O
の
訳
）

監
訳

河
出
書
房
新
社

一
九
九
二
年
九
月
一
〇
日

二
六
、
相
対
性
理
論
が
驚
異
的
に
よ
く
わ
か
る
　
（
蕾
コ
旨
O
舘
曾
9
”
目
7
Φ
即
。
一
。
。
江
5
ξ
国
裸
　
艮
。
ω
一
〇
ジ
圏
口
α
o
ヨ
ぎ
目
ω
Φ
同
ロ
。
二
一
㊤
朗
の
訳
）

単

白
揚
社

一
九
九
二
年
一
〇
月
一
〇
日

監
訳

工
作
舎

一
九
九
三
年
三
月
二
〇
日



㎜

二
八
、
自
然
の
パ
タ
ー
ン

　
一
三
の
生
成
原
理
（
新
装
改
訳
版
）

　
（
剛
①
↓
①
『
¢
ω
8
＜
Φ
房
…
℃
9
。
詳
。
『
房
貯

　
Z
暮
霞
ρ
＝
韓
一
ρ
◎
6
8
ヨ
。
昌
α
O
o
●

　
一
㊤
。
。
悼
の
訳
）

単

白
東
社

一
九
九
四
年
　
三
月
二
五
日

論

文

論
　
　
　
　
文
　
　
　
　
名

単
著
・
共
著
の
　
　
　
別

発
　
　
表
　
　
誌

刊
行
年
月
日

発
行
者

一、

Q
ー
テ
の
生
命
的
技
術
観

単

『
モ
ル
フ
ォ
ロ
ギ
ア
』
第
五
号
　
旨
紹
よ
。
。

一
九
八
三
年
＝
月
三
日
ゲ
ー
テ
自
然
科
学
の
集
い

二
、
国
旨
ω
↓
o
ヨ
、
ω
＜
一
旦
o
h
討
匪
雪
。
ω
Φ
　
9
洋
霞
O

単

霞
ω
8
艮
9
。
ω
9
g
素
甘
箋
第
二
七
号
ε
・
田
為
①

一
九
八
四
年
　
二
月
　
一
日

日
本
科
学
史
学
会

三
、
科
学
技
術
の
進
展
と
大
学

単

『
教
育
改
革
研
究
』
第
六
号
窓
・
N
O
－
N
。
。

一
九
八
五
年
　
四
月
二
五
日

東
海
教
育
研
究
所

四
、
現
代
技
術
の
諸
断
面

単

『
科
学
サ
ロ
ン
』
第
九
巻
第
二
号
o
o
・
。
。
－
一
〇

一
九
八
五
年
五
月
二
〇
日

東
海
大
学
出
版
会

五
、
思
考
実
験
、
そ
の
レ
ト
リ
カ
ル
な
構
　
造
　
ー
ガ
リ
レ
オ
の
論
法
に
即
し
て

単

『
大
阪
府
立
大
学
紀
要
b
（
人
文
・
社
会
科
学
）
第
三
四
巻
日
霜
山
一

一
九
八
六
年
三
月
二
〇
日

大
阪
府
立
大
学



一
六
、
L
・
L
・
ホ
ワ
イ
ト
体
験
と
そ
の
思
　
想
的
意
義

単

『
形
の
冒
険
』
（
ホ
ワ
イ
ト
著
・
幾
島
幸
子
訳
）
冒
●
。
。
9
－
。
。
N
。
。

一
九
八
七
年
二
月
二
五
日

工
作
三

七
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ー
創
造
の
軌
跡
　
－
第
一
部
未
発
表
処
女
論
文
と
若
き
　
　
日
の
夢
想

単

『
人
文
学
論
集
』
第
五
集
睾
G
。
⑩
凸
。
。

一
九
八
七
年
三
月
二
五
日
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会

八
、
　
「
王
立
協
会
秘
書
」
以
前
の
オ
ル
デ
　
ン
ブ
ル
ク
　
一
十
七
世
紀
後
半
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
科
学
　
通
信
網
の
形
成
へ

単

『
大
阪
府
立
大
学
紀
要
』
（
人
文
・
社
会
科
学
）
第
三
五
巻
　
ロ
O
・
旨
－
G
。
一

一
九
八
七
年
三
月
二
〇
日

大
阪
府
立
大
山

九
、
事
物
の
科
学
曼
陀
羅
　
　
　
　
（
連
載
8
回
）
　
一
、
望
遠
鏡
と
新
哲
学
　
二
、
観
測
遠
征
隊
の
思
想
　
三
、
温
度
計
目
盛
と
標
準
化
　
四
、
暗
号
術
と
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
　
五
、
顕
微
鏡
の
レ
ト
リ
ッ
ク
　
六
、
モ
デ
ル
と
し
て
の
機
械
時
計
照
露
羅
諺
理
舞
へ

単

一
九
八
七
年
九
月
　
一
日
～
九
〇
年
七
月
二
五
日

日
本
I
B
M

一
〇
、
小
林
秀
雄
の
「
科
学
観
」

単

『
文
学
』
第
五
五
巻
第
一
二
号
　
冨
一
。
。
司
山
㊤
。
。

一
九
八
七
年
一
二
月
一
〇
日

岩
波
書
店

＝
、
造
形
的
思
想
の
脈
絡
ー
ホ
ワ
イ
ト
と
ゲ
；
テ

単

『
モ
ル
フ
ォ
ロ
ギ
ア
』
第
一
〇
号
眉
b
』
山
N

一
九
八
八
年
一
二
月
二
七
日
ゲ
ー
テ
自
然
科
学
の
集
い
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一
二
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ー
創
造
の
軌
跡
－
第
二
部
　
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
学
生
時
　
代
の
彷
裡

単

『
人
文
学
論
集
』
第
六
集
暑
・
一
一
一
。
。

一
九
八
八
年
三
月
二
五
日大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会

単

『
大
阪
府
立
大
学
紀
要
』
（
人
文
・
社
会
科
学
）
第
三
六
巻
ロ
。
●
G
。
〒
ま

一
九
八
八
年
三
月
二
〇
日

大
阪
府
立
大
学

一
四
、
科
学
通
信
網
の
形
成
と
初
期
郵
　
便
事
情
一
五
、
科
学
・
存
在
・
自
由
　
ー
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
思
想
を
め
　
　
ぐ
る
一
書
簡

単
単

一
九
八
九
年
三
月
二
〇
日
一
九
九
〇
年
三
月
二
五
日
大
阪
府
立
大
学
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
三

一
六
、
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
か
ら
見
た
科
学
史
一
七
、
ア
カ
デ
ミ
ー
　
　
一
学
者
た
ち
の
森
そ
の
一

単
単

『
数
理
科
学
』
第
二
八
巻
第
八
号
冒
。
』
O
⊥
切
『
無
限
大
』
第
八
五
号
ε
」
一
や
B
㊤

一
九
九
〇
年
八
月
　
一
日
一
九
九
〇
年
一
〇
月
二
五
日

サ
イ
エ
ン
ス
社
日
本
I
B
M

一
八
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
主
義
の
歴
史
批
判

単

『
ア
ス
テ
ィ
オ
ン
』
第
｝
九
号
o
b
」
刈
甲
邑

一
九
九
一
年
　
一
月
　
一
日
T
B
S
ブ
リ
タ
ニ
カ

一
九
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ラ
ッ
セ
　
　
ル
哲
学
批
判
二
〇
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
ア
イ
ン
シ
ュ
　
タ
イ
ン
訪
日
資
料

単
単

『
人
文
学
論
集
』
第
九
・
十
集
　
b
℃
●
〒
N
O
『
物
理
学
史
ノ
ー
ト
』
第
一
巻
第
｝
号
o
o
・
器
－
2

一
九
九
一
年
三
月
二
五
日
一
九
九
一
年
三
月
目
〇
日



XXI

二
一
、
ア
カ
デ
ミ
ー
　
　
l
学
者
た
ち
の
森
そ
の
二

単

『
無
限
大
』
第
八
七
号
娼
O
」
一
〇
－
一
ト
。
刈

一
九
九
一
年
四
月
二
五
日

日
本
I
B
M

二
二
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
訪
日
　
　
と
ハ
ー
ン
体
験

単

『
無
限
大
』
第
八
八
号
亭
一
盒
－
一
お

一
九
九
一
年
八
月
一
五
日

日
本
I
B
M

二
一
二
、
科
学
的
推
論
に
お
け
る
モ
デ
　
　
ル
の
役
割

単

『
文
化
学
研
究
集
録
』
第
三
号
切
ロ
」
め

一
九
九
二
年
三
月
三
一
日
大
阪
府
立
大
三
文
化
学
研
究
科

二
四
、
科
学
と
信
仰
を
駆
け
る
「
銀
　
　
河
鉄
道
」
　
　
（
特
集
・
大
正
神
秘
主
義
と
詩
　
　
　
の
世
界
∀

単

『
現
代
詩
手
帳
』
第
三
五
巻
第
九
号
　
0
7
8
－
5
N

一
九
九
二
年
九
月
　
一
日

思
潮
社

二
五
、
生
命
記
憶
と
古
代
形
象
　
　
⊥
二
木
形
態
学
の
詩
的
宇
宙
　
　
（
三
木
成
夫
著
『
生
命
形
態
学
　
　
　
序
説
』
、
娼
ロ
・
b
。
漣
－
。
。
O
司
）

単

一
九
九
二
年
一
一
月
三
日

う
ぶ
す
な
書
院

二
六
、
同
時
性
を
め
ぐ
っ
て
　
　
ー
ベ
ル
ク
ソ
ン
v
s
．
ア
ィ
ン
　
　
　
シ
ュ
タ
イ
ン
　
　
（
特
集
・
（
時
間
論
〉
の
現
在
）
二
七
、
自
然
の
「
記
号
－
書
物
」
観
　
　
と
ガ
リ
レ
オ
的
科
学

単
単

一
九
九
三
年
三
月
　
一
日
一
九
九
三
年
三
月
　
一
日
置
土
社
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会

二
八
蕩
誓
躍
淫
酒
プ
●
科
学
　
　
（
特
集
・
ア
ジ
ア
の
形
を
読
む
）

単

『
形
の
文
化
誌
』
第
一
号
暑
．
認
よ
㎝

一
九
九
三
年
一
二
月
二
〇
日

工
作
舎



XXE

二
相
全
知
の
基
盤
と
し
て
の
三
木
　
　
（
特
集
・
三
木
成
夫
の
世
界
）

単

＝
覇
代
響
－
舗
二
。
巻
第

一
九
九
四
年
三
月

一
日

青
土
社

三
〇
、　『
春
と
修
羅
』
序
と
四
次
元
問
題
（
特
集
・
宮
沢
賢
治
－
四
次
元
の
ヴ
ィ
ジ
オ
ネ
ー
ル
）

単

第
四
号

『
ユ
リ
イ
カ
』
第
二
〇
巻
　
　
　
召
」
ざ
－
一
。
。
切

一
九
九
四
年
四
月

一
日

青
土
社

三
一
、
　
一
　
一
　
一

単

　
開
叩
田
一
日
一
日
一
日
日
一
日
日

青
土
社

三
二
、
　
環
境
問
題
に
お
け
る
科
学
史
の
役
割

単

『
科
学
史
研
究
』
1
第
一
三
二
巻
第
一
九
一
号
窓
●
δ
？
一
露
噂
一
雪
－
一
〇
⑩

一
九
九
四
年
九
月
二
七
日

日
本
科
学
史
学
会

三
三
、
科
学
と
社
会
一
「
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
遠
近
」
　
私
観

単

署
」
†
ミ

『
新
聞
研
究
』
第
五
二
〇
号

一
九
九
四
年
＝
月

一
日

日
本
新
聞
協
会



単
登
呂
単
玉
単

一
九
九
四
年
一
二
月
　
一
日
一
九
九
五
年
五
月
　
一
日
一
九
九
六
年
　
一
月
三
〇
日
一
九
九
六
年
三
月
三
一
日
一
九
九
六
年
三
旦
二
一
日
一
九
九
六
年
一
二
月
一
〇
日

至
文
堂
野
土
社
工
作
舎
日
文
研
放
送
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
工
作
舎

論
文
訳

XX皿

一、

一
九
七
三
年
六
月
　
一
日
一
九
八
九
年
三
月
　
一
日
一
九
九
六
年
八
月
　
一
日

青
土
社
日
本
経
済
新
聞
社
日
本
経
済
新
聞
社

ノ



XXIV

そ

の

他

評
論
．
随
想
・
記
事
　
　
（
A
）
読
売
時
代
（
署
名
記
事
の
み
）

論
　
　
稿
　
　
名

発
表
紙
誌
（
庵
号
）

刊
行
年
月
日

一、

『
科
学
教
育
ニ
ュ
ー
ス
』
第
九
二
号

一
九
五
九
年
七
月

二
、
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
か
ら
宇
宙
　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

『
科
学
教
育
ニ
ュ
ー
ス
』
第
九
七
号

一
九
五
九
年
「
二
月

三
、
コ
メ
の
な
か
の
水
銀

『
科
学
読
売
』

一
九
六
〇
年
一
二
月

四
、
国
際
テ
レ
ビ
中
継
の
諸
問
　
題

『
月
刊
日
本
テ
レ
ビ
』
第
二
九
号

一
九
六
一
年
五
月

五
、
私
は
オ
オ
カ
ミ
少
年
に
　
会
っ
た
　
（
6
7
世
界
を
考
え
る
1
4
／
　
　
，
　
　
イ
ン
ド
）

『
週
刊
読
売
』

一
九
六
七
年
一
〇
月
六
日

六
、
　
「
死
者
の
町
」
に
生
き
る
　
が
め
つ
い
ヤ
ツ
　
（
6
7
世
界
を
考
え
る
1
5
／
　
　
，
　
　
エ
ジ
プ
ト
）

『
週
刊
読
売
』

一
九
六
七
年
一
〇
月
一
三
日

七
、
魔
法
の
ジ
ュ
ウ
タ
ン
と
地
　
上
の
フ
ー
リ
i
　
（
6
7
世
界
を
考
え
る
1
7
／
　
　
，
　
　
イ
ラ
ン
）

『
週
刊
読
売
』

一
九
六
七
年
一
〇
月
二
七
日

八
、
黒
衣
か
ら
ひ
ざ
上
へ
：
　
イ
ラ
ン
、
フ
ァ
ラ
ー
・
デ
ィ
バ
（
現
代
に
生
き
る
女
性
系
　
　
　
図
四
〇
回
）

『
読
売
新
聞
』
（
日
曜
版
）

一
九
六
七
年
一
〇
月
二
九
日

『
週
刊
読
売
』

一
九
六
七
年
一
｝
月
一
〇
日

『
週
刊
読
売
』

一
九
六
七
年
一
【
月
二
四
日

＝
、
宇
宙
時
代
の
青
春
：
ソ
連
、
ボ
ル
コ
ン
ス
カ
ヤ
　
（
現
代
に
生
き
る
女
性
系
図
　
四
四
回
）

『
読
売
新
聞
』
（
日
曜
版
）

「
九
六
七
年
一
｝
月
二
六
日
　
，

『
週
刊
読
売
』

一
九
六
七
年
一
二
月
二
九
日



XXV
一
三
、
小
笠
原
諸
島
、
冒
険
と
ロ
マ
ン
を
誘
う
二
二
年
ぶ
り
の
島
々

『
世
界
の
秘
境
シ
リ
ー
ズ
』
葺
①
。
。
為
。
。

一
九
六
八
年
七
月

一
四
、
つ
ぎ
の
発
火
点
は
朝
鮮
半
島
か
・
米
二
合
同
大
演
習
現
地
報
告

『
週
刊
読
売
』

一
九
六
九
年
　
四
月
四
日

一
五
、
ル
ポ
緊
迫
の
3
8
度
線
　
（
特
集
・
日
本
の
防
衛
）

『
週
刊
読
売
』
臨
時
増
刊

一
九
六
九
年
　
四
月
一
五
日

一
六
、
希
望
村
の
日
韓
3
青
年
、
韓
国
の
土
に
い
き
る

『
読
売
新
聞
』
（
日
曜
版
）

一
九
六
九
年
　
四
月
一
三
日

一
七
、
発
進
！
ア
ポ
ロ
ー
1
号
そ
の
周
辺
（
特
派
報
告
）

『
週
刊
読
売
』

一
九
六
九
年
七
月
二
四
日

一
八
、
つ
い
に
踏
ん
だ
「
月
」
の
感
触
（
特
派
報
告
）

『
週
刊
読
売
』

一
九
六
九
年
　
八
月
一
日

一
九
、
ア
ポ
ロ
ー
1
号
が
持
ち
　
帰
っ
た
月
の
土

『
週
刊
読
売
』
臨
時
増
刊

一
九
六
九
年
　
八
月
三
〇
日

一
九
六
九
年
一
〇
月

一
＝
、
ア
ポ
ロ
ー
3
号
悪
戦
苦
　
　
闘
の
四
日
間

『
週
刊
読
売
』

一
九
七
〇
年
五
月
一
日

評
論
・
随
想
・
記
事
　
　
（
B
）
中
公
時
代
（
署
名
記
事
の
み
）

論
　
　
稿
　
　
名

発
表
紙
誌
（
巻
号
）

刊
行
年
月
日

一、

V
ン
ク
タ
ン
ク
、
そ
の
日
本
的
風
土

『
P
R
　
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
六
号

一
九
七
〇
年
一
二
月

二
、
お
か
し
な
お
か
し
な
数
　
の
物
語
（
連
載
四
〇
回
）

『
週
刊
読
売
』

一
九
七
一
年
　
一
月
以
降

三
、
編
集
災
害
と
ア
ポ
ロ
．
　
シ
ス
テ
ム

『
予
防
時
報
』
第
八
八
号

一
九
七
二
年
　
一
月

四
、
自
然
力
の
ス
ケ
ー
ル

『
予
防
時
報
』
第
一
〇
一
号

一
九
七
五
年
　
二
月

五
、
世
界
の
科
学
誌

『
無
限
大
』
第
三
一
号

㎝
九
七
六
年
九
月

六
、
引
き
裂
か
れ
た
科
学
の
　
行
方

『
公
明
新
聞
』

一
九
七
七
年
七
月
二
六
日

七
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
は
い
う
　
け
れ
ど

『
月
刊
エ
コ
ノ
　
ミ
ス
ト
』
第
八
巻
第
一
二
号

一
九
七
七
年
一
二
月

八
、
数
モ
ノ
マ
ニ
ア
の
世
界
　
か
ら
の
伝
言

『
翻
訳
の
世
界
』
第
三
巻
第
八
号

一
九
七
八
年
　
八
月
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九
、
思
い
出
の
大
正
科
学
史
　
（
対
談
）

『
無
限
大
』
第
三
九
号

一
九
七
八
年
五
月

一
〇
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
ブ
ー
ム
の
背
景

『
無
限
大
』
第
三
九
号

一
九
七
八
年
　
五
月

一
一
、
科
学
社
会
学
へ
の
期
待

『
科
学
サ
ロ
ン
』
第
二
巻
第
一
号

一
九
七
八
年
　
二
月

一
二
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
滞
日
日
記

『
読
売
新
聞
』
（
夕
刊
文
化
欄
）

一
九
七
九
年
　
六
月
二
三
日

一
三
、
英
文
翻
訳
懸
賞
・
審
査
と
講
評

『
翻
訳
の
世
界
』
第
五
巻
第
三
号

一
九
八
○
年
　
三
月

一
四
、
科
学
史
家
の
見
た
両
大
戦
の
間
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
司
会
）

『
無
限
大
』
第
四
九
号

一
九
八
○
年
六
月

一
五
、
年
表
　
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
の
科
学

『
無
限
大
』
第
四
九
号

一
九
八
○
年
六
月

一
六
、
日
本
の
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

『
科
学
サ
ロ
ン
』
第
四
巻
第
四
号

一
九
八
○
年
一
一
月

一
七
ヘ
ア
ル
バ
ー
ト
父
子
と
日
本

『
学
鐙
』
第
七
八
巻
第
一
二
号

｝
九
八
一
年
一
二
月

一
八
、
マ
ン
ロ
ー
と
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

『
学
鐙
』
第
七
九
巻
第
一
号

一
九
八
二
年
　
一
月

一
九
、
湯
川
秀
樹
と
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

『
学
鐙
』
第
七
九
号
第
四
号

一
九
八
二
年
　
四
月

一
δ
、
文
科
系
社
員
が
い
ま
読
む
べ
き
科
学
の
本
五
〇
冊
（
臨
増
「
サ
ラ
リ
ー
マ
　
ン
科
学
読
本
」
）

『
文
芸
春
秋
』
第
六
九
巻
第
五
号

一
九
八
二
年
　
四
月

二
一
、
雑
誌
つ
ま
み
食
い
　
（
毎
月
連
載
1
1
回
）

『
週
刊
文
春
』

一
九
八
二
年
　
二
月
一
八
日
～
　
　
一
二
月
一
九
日

二
二
、
往
復
書
簡
の
こ
と

『
武
蔵
野
ペ
ン
』
第
三
〇
号

一
九
八
二
年
　
九
月

二
三
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
日
本

『
教
養
学
部
報
』
第
二
八
一
号

一
九
八
二
年
二
月

二
四
、
麗
稗
学
界
を
振
り
返
　
っ
て
み
る

『
公
明
新
聞
』

皿
九
八
二
年
一
二
月
二
二
日

二
五
、
華
麗
な
る
反
骨
精
神
　
－
晩
年
の
玉
虫
文
一
先
生

『
科
学
史
研
究
』
第
H
期
第
二
二
巻
第
一
四
五
号

一
九
八
三
年
春

二
六
、
会
田
軍
太
夫
先
生
の
　
思
い
出

『
会
田
軍
太
夫
先
生
追
悼
文
集
』

「
九
八
三
年
　
五
月



XXV皿
二
七
、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
と
は
何
か
　
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
　
「
悪
魔
的
誤
解
」
と
実
体
　
　
（
座
談
会
）

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
レ
ビ
ュ
ー
』
第
三
巻
第
七
号

一
九
八
三
年
六
月

二
八
、
わ
が
国
の
宇
宙
開
発
　
の
現
状
と
将
来

『
公
明
新
聞
』

一
九
八
三
年
八
月

二
九
、
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
　
（
毎
週
連
載
・
計
二
五
回
）

『
週
刊
読
売
』

一
九
八
三
年
九
月
一
八
日
－
八
四
年
　
　
三
月
＝
日

三
〇
、
L
・
L
・
ホ
ワ
イ
ト
　
と
ホ
ロ
ニ
ズ
ム

『
三
宅
≡
O
㌣
　
↓
一
〇
Z
』
第
八
号
（
通
巻
第
一
九
七
号
）

三
一
、
こ
れ
か
ら
の
エ
ン
ジ
　
ニ
ア
（
対
談
）
　
1
未
来
は
無
限
・
ラ
イ
フ
　
　
サ
イ
エ
ン
ス

『
リ
ク
ル
ー
ト
　
タ
イ
ム
ズ
』
第
＝
四
三
号

一
九
八
四
年
　
一
月

三
二
、
オ
リ
ン
パ
ス
辰
野
事
　
業
場
訪
問
レ
ポ
ー
ト

署
「
O
［
歪
3
0
．
』

一
九
八
四
年
　
四
月

一
三
二
、
ド
イ
ツ
「
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
」
の
夢
と
現
実

『
W
i
l
l
』
第
三
巻
第
五
号

一
九
八
四
年
五
月

三
四
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
　
の
未
来
へ
の
遺
産

『
日
本
版
オ
ム
ニ
』
第
三
巻
第
六
号

一
九
八
四
年
一
〇
月

三
五
、
「
光
の
白
昼
夢
」
を
　
追
っ
て

『
ゑ
れ
き
て
る
』
第
一
六
号
冬
号

一
九
八
五
年
目
一
月

三
六
、
ス
イ
ス
が
生
ん
だ
最
高
級
ジ
ュ
エ
リ
・
ウ
ォ
ッ

『
W
i
l
l
』
第
四
巻
第
二
号

一
九
八
五
年
　
二
月

チ
ー
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
「
モ
ン
ト
レ
・
ビ
ジ
ュ
展
」
を
見
る

三
七
、
「
実
験
」
科
学
の
成
立
と
問
題
点

『
医
学
概
論
』
（
講
義
録
）

一
九
八
五
年
三
月

評
論
・
随
想
・
記
事
　
、
（
C
）
大
阪
府
立
大
学
時
代

論
　
　
稿
　
　
名

発
表
紙
誌
（
巻
号
）

刊
行
年
月
日

一、
≠
ﾟ
ら
れ
る
独
創
性
と
回
帰
性
二
、
科
学
史
ノ
ー
ト
　
（
連
載
5
0
回
）
　
一
、
．
。
。
9
雪
8
．
と
い
う
言
　
葉
　
二
、
、
。
。
。
雪
げ
巨
．
を
め
ぐ
　
る
賛
否
　
三
、
進
化
と
．
①
く
。
一
三
8
．

一
九
八
五
年
六
月
一
九
日
一
九
八
六
年
　
四
月
1
九
一
年
　
三
月
一
九
八
六
年
　
四
月
一
九
八
六
年
五
月
一
九
八
六
年
六
月
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二
一
、
酸
と
ア
ル
カ
リ
の
初

　
期
論
争

二
二
、
慣
性
と
し
て
の
、
一
〒

　
O
「
＝
櫛
．

二
三
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
フ
ー
ク

　
の
顕
微
鏡

二
四
、
　
「
プ
ラ
ト
ン
の
問
い
」

　
と
巴
7
0
0
理
論

二
五
、
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
心
臓

　
ポ
ン
プ
説

二
六
、
ロ
バ
と
ネ
コ
は
死
ん

　
だ
の
か
？

二
七
、
ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関

　
と
ブ
ラ
ッ
ク
の
潜
熱

二
八
、
ベ
ク
レ
ル
父
子
と
ウ

　
ラ
ニ
ウ
ム
放
射
能

二
九
、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
原
理

　
と
造
形
原
理

三
〇
、
ラ
プ
ラ
ス
の
神
と
魔

三
一
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
フ
ェ
と

　
火
の
元
素

三
二
、
ナ
ノ
、
ピ
コ
、
ギ
ガ

　
テ
ラ
の
記
数
法

三
三
、
ド
ル
ト
ン
の
原
子
記

　
号
三
四
、
プ
ラ
ト
ン
の
正
多
面

体
と
世
界
構
成

三
五
、
ダ
ー
ヴ
ィ
ン
進
化
論

　
と
5
つ
の
イ
メ
；
ジ

三
六
、
ガ
リ
レ
オ
以
前
の

　
『
①
冨
二
二
ξ

三
七
、
ケ
プ
ラ
ー
の
宇
宙
モ

　
デ
ル

第
二
三
六
口
写

第
二
三
七
号

第
二
三
八
号

第
二
三
九
号

第
二
四
〇
号

第
二
四
一
号

第
二
四
二
号

第
二
四
三
号

第
二
四
四
号

第
二
四
五
号

第
二
四
六
号

第
二
四
七
号

第
二
四
八
号

第
二
四
九
号

第
二
五
〇
号

第
二
五
一
号

第
二
五
二
号

一
九
八
八
年

一
九
八
八
年

一
九
八
八
年

一
九
八
八
年

｝
九
八
八
年

九七六五四
月月月月月

一
九
八
八
年
一
〇
月

一
九
八
八
年
一
一
月

「
九
八
八
年
一
二
月

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

九七六五四三一
月月月月月月月

「
九
八
九
年
［
○
月

一
九
八
九
年
一
一
月
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三
、
高
度
情
報
社
会
に
お
け
る
女
性
と
科
学
性

『
2
0
藷
　
冨
暮
霞
』
第
七
二
号

一．
續
ｪ
六
年
　
四
月
三
〇
日

四
、
思
考
実
験
は
単
な
る
夢
で
　
は
な
い

『
科
学
新
聞
』
第
二
一
五
四
号

一
九
八
七
年
　
一
月
二
三
日

五
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
手
　
切
れ
金

『
新
潮
4
5
』

一
九
八
七
年
六
月

六
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
愛
　
と
研
究
の
書
簡
集

『
毎
日
新
聞
』
（
夕
刊
　
文
化
欄
）

一
九
八
七
年
七
月
一
四
日

七
、
相
対
論
へ
の
助
走

『
日
本
版
　
　
オ
ム
ニ
』
第
六
巻
第
一
号

一
九
八
七
年
五
月

八
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ラ
　
ブ
レ
タ
ー

『
日
本
版
　
　
オ
ム
ニ
』
第
六
巻
第
五
号

一
九
八
七
年
九
月

九
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
大
　
学
受
験

『
日
本
版
　
　
オ
ム
ニ
』
第
六
巻
第
六
号

一
九
八
七
年
一
〇
月

一
〇
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
就
職
運
動

『
学
鐙
』
第
八
四
巻
第
一
〇
号

一
九
八
七
年
一
〇
月

一
一
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
健
康
法

『
月
刊
健
康
』
第
三
一
四
号

一
九
八
八
年
　
三
月

『
月
刊
健
康
』
第
三
二
五
号

一
九
八
八
年
一
一
月

＝
二
、
外
国
文
化
を
知
る
こ
と

『
大
阪
府
大
学
学
術
振
興
基
金
第
二
号

一
九
八
九
年
　
二
月

一
四
、
か
た
ち
と
生
命

『
医
学
概
論
』
（
講
義
録
）

一
九
八
九
年
三
月
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一
五
、
人
工
物
、
ま
た
は
ア
ル
ト
フ
ァ
ク
ト
の
か
た
ち

『
↓
7
①
一
三
〇
『
。
技
術
論
文
集
』
第
七
号

一
九
八
九
年
　
四
月

一
六
、
大
学
教
授
の
キ
ャ
ン
パ
ス
日
記
　
（
「
た
ま
に
は
、
大
学
周
辺
も
探
険
し
て
み
な
い
か
」

『
蛍
雪
時
代
』
付
録
第
五
九
巻
第
四
号

一
九
八
九
年
六
月

一
七
、
世
紀
末
科
学
思
想
と
二
三
の
話
題

『
か
が
く
さ
う
ん
』
第
一
三
巻
第
四
号

「
九
八
九
年
　
八
月

一
八
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
か
ら
み
た
化
学
の
進
歩

『
化
学
』
第
四
四
巻
第
＝
号

一
九
八
九
年
＝
月

『
無
限
大
』
第
八
三
号

一
九
八
九
年
一
二
月

二
、
日
蘭
の
科
学
技
術
交
流
　
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

二
〇
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
天
才
の
栄
光
と
悲
劇
　
（
特
集
・
2
0
世
紀
の
数
学
者
　
　
・
物
理
学
者
）

『
数
学
　
セ
ミ
ナ
ー
』
第
二
九
巻
第
二
号

一
九
九
〇
年
　
二
月

二
一
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
創
造
性
と
妻
の
役
割

『
公
明
新
聞
』
科
学
欄

一
九
九
〇
年
　
五
月
二
七
日

二
二
、
S
S
C
超
伝
導
大
型
加
速
器
は
生
ま
れ
る
か

『
公
明
新
聞
』
科
学
欄

｝
九
九
〇
年
六
月
二
四
日

二
三
、
ア
メ
リ
カ
で
進
む
ヒ
ト
遺
伝
子
の
地
図
つ
く
り

『
公
明
新
聞
』
科
学
欄

一
九
九
〇
年
　
七
月
二
九
日

二
四
、
地
球
温
暖
化
の
元
凶
、
　
二
酸
化
炭
素

『
公
明
新
聞
』
科
学
欄

一
九
九
〇
年
九
月
三
〇
日

二
五
、
脳
死
は
死
か
否
か
？

『
公
明
新
聞
』
科
学
欄

一
九
九
〇
年
一
〇
月
二
八
日

二
六
、
相
対
性
博
士
の
原
稿
　
ハ
ウ
マ
ッ
チ

『
日
経
新
聞
』
文
化
欄

一
九
九
〇
年
＝
月
一
七
日

二
七
、
破
壊
さ
れ
る
熱
帯
林

『
公
明
新
聞
』
科
学
欄

一
九
九
〇
年
一
｝
月
二
五
日

二
八
、
火
星
に
人
類
を

『
公
明
新
聞
』
科
学
欄

一
九
九
〇
年
一
二
月
一
コ
ニ
日

二
九
、
純
国
産
ロ
ケ
ッ
ト
　
H
2

『
公
明
新
聞
』
科
学
欄

一
九
九
　
年
　
一
月
二
七
日

三
〇
、
ス
ギ
花
粉
症

『
公
明
新
聞
』
科
学
欄

一
九
九
一
年
　
二
月
二
四
日

三
一
、
師
の
死

『
月
刊
健
康
』
第
三
四
六
号

一
九
九
一
年
　
三
月

三
二
、
迫
ら
れ
る
宇
宙
の
ゴ
ミ
対
策

『
公
明
新
聞
』
科
学
欄

一
九
九
一
年
　
三
月
二
四
日
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三
三
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
　
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
　
（
連
載
天
才
・
偉
人
た
　
　
ち
の
光
と
影
⑫
）

『
U
t
a
n
』
第
一
〇
巻
第
一
〇
四
号

一
九
九
一
年
　
三
月

三
四
、
蔵
書
に
見
る
　
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
　
　
読
書
」

『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
文
化
欄

一
九
九
一
年
　
四
月
一
八
日

三
五
、
創
造
的
発
見
、
　
「
落
　
下
」
に
見
た
非
凡
な
考
察

『
神
戸
新
聞
』
夕
刊
科
学
欄

一
九
九
一
年
五
月
二
七
日

三
六
、
科
学
・
三
つ
の
誤
解
、
知
識
獲
得
に
は
共
通
理
解

『
神
戸
新
聞
』
夕
刊
科
学
欄

一
九
九
一
年
　
六
月
一
七
日

三
七
、
宇
宙
ゴ
ミ
問
題
、
衛
　
星
残
骸
の
落
下
増
え
る

『
神
戸
新
聞
』
夕
刊
科
学
欄

一
九
九
一
年
七
月
八
日

三
八
、
知
の
冒
険
者
ア
イ
ン
　
シ
ュ
タ
イ
ン

『
月
刊
ア
ド
バ
タ
イ
ジ
ン
グ
』
第
三
六
巻
第
八
号
（
第
四
二
一
号
）

一
九
九
一
年
七
月

三
九
、
科
学
出
版
界
の
危
機
、
　
敬
遠
さ
れ
る
論
理
思
考
力

『
神
戸
新
聞
』
夕
刊
科
学
欄

一
九
九
一
年
七
月
二
九
日

四
〇
、
知
恵
あ
る
技
術
、
持
続
可
能
な
開
発
目
指
せ

『
神
戸
新
聞
』
夕
刊
科
学
欄

㎝
九
九
一
年
　
八
月
一
九
日

四
一
、
科
学
は
新
し
い
文
化
　
で
す
　
（
ト
ー
ク
タ
イ
ム
・
イ
ン
　
　
タ
ビ
ュ
i
）

『
リ
ビ
ン
グ
　
　
　
京
都
』
第
六
三
〇
号

一
九
九
一
年
　
八
月
三
一
日

四
二
、
相
対
論
に
お
け
る
原
　
理
的
な
る
も
の
の
明
示
　
（
特
集
・
二
〇
世
紀
を
揺
　
　
る
が
し
た
二
一
冊
）

『
数
学
　
セ
ミ
ナ
ー
』
第
三
〇
巻
第
一
〇
号

一
九
九
一
年
九
月

四
三
、
な
ぜ
、
い
ま
ア
イ
ン
　
シ
ュ
タ
イ
ン
な
の
か

『
産
経
新
聞
』
夕
刊
文
化
欄

一
九
九
一
年
九
月
一
二
日

四
四
、
市
街
地
の
緑
（
社
寺
林
、
屋
敷
林
）
の
保
全
に
　
つ
い
て
（
高
橋
理
喜
男
氏
　
ら
5
人
目
　
　
パ
ネ
ル
討
論
記
録

『
緑
の
フ
ォ
ー
　
　
ラ
ム
』
　
　
報
告
書

一
九
九
一
年
一
一
月

四
五
、
師
と
読
ん
だ
最
後
の
　
一
書
、
未
来
と
ら
え
続
け
　
た
思
想
家

『
科
学
朝
日
』
第
五
一
巻
第
＝
号

一
九
九
一
年
一
一
月

四
六
、
日
本
の
科
学
研
究
振
興
と
国
際
化
の
果
た
す
役
　
割
（
座
談
会
）

『
科
学
新
聞
』
第
二
一
二
九
二
号

一
九
九
二
年
　
一
月
一
日

四
七
、
科
学
的
想
像
力
の
現
場
（
連
載
4
回
）
　
一
、
ロ
ン
ド
ン
塔
で
の
科
　
　
学
者
と
三
人
の
マ
ギ

『
プ
リ
ン
　
　
キ
ピ
ア
』
第
九
号

一
九
九
二
年
　
一
月
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二
、
光
の
魔
術
を
駆
使
し
た
画
家
と
顕
微
鏡
師

第
一
〇
号

一
九
九
二
年
　
四
月

三
、
ラ
ピ
ュ
ー
タ
の
予
言
と
科
学
的
計
算
力

第
＝
号

一
九
九
二
年
　
七
月

四
、
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
　
　
一
「
書
物
」
と
「
迷
　
　
宮
」

第
一
二
号

一
九
九
二
年
一
〇
月

週
刊
読
書
人
』
一
九
二
一
－
　
　
二
三
号
第
一
九
二
一
号
第
「
九
二
二
号
第
一
九
二
三
号

一
九
九
二
年
　
二
月
一
九
九
二
年
　
三
月
一
九
九
二
年
　
二
月

四
九
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
落
語
　
一
＃
七
一
〇
ラ
イ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
一
二
一
　
（
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
　
　
　
シ
ョ
ン
　
9
1
）
　
　
　
　
　
　
，

『
電
話
網
の
中
　
の
見
え
な
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』

一
九
九
二
年
　
三
月

五
〇
、
フ
ラ
ム
ス
テ
ィ
ー
ド
　
　
一
科
学
史
紀
行

『
啓
林
』
第
二
七
五
号

一
九
九
二
年
　
三
月

五
一
、
理
解
可
能
性
と
い
う
　
｝
」
と

『
世
界
思
想
』
第
一
九
号

一
九
九
二
年
　
四
月

五
二
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
金
子
務
（
二
〇
世
紀
の
現
代
宇
宙
論
）

『
S
a
g
a
s
』
第
一
一
巻
第
一
〇
一
二
号

一
九
九
二
年
　
四
月

五
三
、
共
同
討
議
・
一
九
一
〇
年
代
思
潮
を
読
み
直
す
　
（
特
集
－
大
正
生
命
主
義
　
山
折
哲
夫
・
中
村
雄
二
　
郎
・
鈴
木
貞
美
氏
と
）

『
文
芸
』
第
三
一
巻
（
第
三
号
）

一
九
九
二
年
八
月

五
四
、
ホ
ー
キ
ン
グ
の
創
造
　
性

『
児
童
心
理
』
第
四
六
巻
第
一
〇
号

一
九
九
二
年
　
八
月

五
五
、
湯
川
秀
樹
・
中
間
子
　
理
論
と
「
混
沌
」
の
哲
理
（
特
集
・
「
老
荘
」
を
読
　
　
　
　
　
　
む
）

『
プ
レ
ジ
デ
　
　
ン
ト
』
第
三
〇
巻
第
＝
号

一
九
九
二
年
二
月

五
六
、
対
談
・
形
と
は
な
に
　
か
　
1
三
木
成
夫
を
中
心
　
に
（
特
集
・
形
と
は
な
に
か
養
老
孟
司
氏
と
）

『
現
代
思
想
』
第
二
〇
巻
第
二
号

｝
九
九
二
年
一
一
月

五
七
、
座
談
会
・
科
学
の
最
　
前
線
を
ど
う
読
む
か

『
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
』
第
一
一
巻
第
一
二
号

一
九
九
二
年
一
二
月



XXX皿

一
九
九
三
年
　
三
月
一
九
九
三
年
　
三
月
一
九
九
三
年
五
月

『
イ
リ
ュ
ー
ム
』
第
五
巻
第
一
号
第
六
巻
第
二
号
第
五
巻
第
一
号
第
五
巻
第
二
号
第
六
巻
第
一
号
第
六
巻
第
二
号

一
九
九
三
年
　
五
月
一
九
九
三
年
　
○
月
一
九
九
四
年
　
四
月
一
九
九
四
年
一
〇
月

六
二
、
　
「
数
の
文
化
史
」
　
管
見
（
特
集
・
「
数
」
の
　
物
語
）

『
i
s
』
第
六
二
号

一
九
九
三
年
一
二
月

六
一
二
、
形
の
四
面
体
　
　
－
思
想
（
連
載
中
）
　
一
、
荘
子
　
二
、
乱
歩
　
三
、
賢
治
　
四
、
近
松

『
形
の
文
化
誌
』
第
一
号
第
二
号
第
三
号
第
四
号

一
九
九
三
年
＝
一
月
一
九
九
四
年
＝
月
一
九
九
六
年
　
一
月
一
九
九
六
年
＝
一
月

六
四
、
ひ
ら
め
き
の
工
房
　
　
一
科
学
史
か
ら
見
て
六
五
、
是
非
の
初
心
か
ら
　
日
々
の
初
心
へ

一
九
九
四
年
　
一
月
一
九
九
四
年
　
三
月

六
六
、
表
紙
の
言
葉
　
（
連
載
1
2
回
）

『
自
然
保
護
』
第
三
八
三
号
－
　
三
九
四
号
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『
無
限
大
』
第
九
七
号

一
九
九
五
年
　
一
月

七
〇
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
　
と
と
も
に

『
教
育
と
研
究
の
思
い
出
』

一
九
九
五
年
　
三
月

七
一
、
情
報
・
知
識
・
サ
ー
　
ヴ
ィ
ス

『
年
報
・
情
報
』
第
｝
号

一
九
九
五
年
三
月

一
九
九
五
年
　
四
月
一
九
九
五
年
五
月
一
九
九
五
年
六
月
「
九
九
五
年
七
月
一
九
九
五
年
九
月
一
九
九
五
年
一
〇
月
一
九
九
五
年
】
一
月
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第
三
一
三
号
第
三
一
四
号
第
三
一
五
号
第
三
一
六
号
第
三
一
七
号
第
三
一
八
号
第
三
一
九
号

一
九
九
五
年
一
二
月
一
九
九
六
年
　
一
月
一
九
九
六
年
　
三
月
一
九
九
六
年
　
四
月
一
九
九
六
年
六
月
一
九
九
六
年
九
月
一
九
九
六
年
一
一
月

七
三
、
鳥
捕
り
の
イ
メ
ー
ジ
　
　
狩
り

『
新
校
本
・
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
二
巻
月
報

一
九
九
五
年
七
月

3

七
四
、
あ
る
臨
死
体
験

『
ア
ー
ガ
マ
』
第
一
三
五
号

一
九
九
五
年
七
月

七
五
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
ー
ト
　
を
め
ぐ
っ
て
（
所
長
対
談
・
　
前
田
孝
氏
と
）

『
ア
ウ
リ
オ
ン
』
第
四
号

一
九
九
五
年
九
月

七
六
、
宮
沢
賢
治
の
魅
力
　
（
特
集
・
和
才
洋
魂
）

『
ア
ー
ガ
マ
』
第
＝
二
六
号

一
九
九
五
年
一
〇
月

七
七
、
新
・
ノ
ア
の
箱
船

『
住
ま
い
と
　
　
ま
ち
曲

一
九
九
五
年
一
二
月

第
六
八
号

七
八
、
討
議
・
消
化
器
系
感
　
覚
の
復
権
　
⊥
一
禾
成
夫
の
内
蔵
感
覚
　
　
論
の
射
程
　
（
特
集
・
食
の
哲
学
　
　
ー
ガ
ス
ト
ロ
ノ
マ
デ
ィ
　
　
　
ズ
ム
）
　
長
沢
哲
・
小
林
昌
廣
氏
と

『
談
』
第
五
三
号
（
一
九
九
六
　
冬
号
）

一
九
九
六
年
　
二
月

七
九
、
ふ
る
さ
と
数
学
散
歩
　
（
連
載
中
）
　
一
、
関
孝
和
　
　
算
聖
の
独
創
性
　
二
、
吉
田
光
由
　
　
塵
劫
記
の
謎

『
啓
林
』
　
　
　
高
数
編
第
三
〇
〇
号
第
三
〇
三
号

一
九
九
六
年
　
四
月
一
九
九
六
年
一
一
月

八
○
、
電
子
図
書
館
へ
の
夢

『
産
経
新
聞
』
（
夕
刊
文
化
欄
）

一
九
九
六
年
五
月
九
日

八
一
、
証
言
・
原
子
物
理
学
草
創
期
清
木
栄
氏
に
聞
く

『
現
代
思
想
』
第
二
四
巻
　
　
　
第
六
号

一
九
九
六
年
五
月

八
二
、
国
際
化
・
情
報
化
と
図
書
館
（
留
学
生
座
談
会
）

『
ア
ウ
リ
オ
ン
』
第
六
号

一
九
九
六
年
九
月

八
三
、
人
形
と
モ
デ
ル
　
一
芸
と
科
学
の
皮
膜
の
間

『
あ
う
ろ
一
ら
』
第
七
号

一
九
九
六
年
一
〇
月
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書

評

論
　
　
稿
　
　
名

発
表
紙
誌
（
二
号
）

刊
行
年
月
日

「、

『
図
書
新
聞
』
第
七
六
八
号
『
図
書
新
聞
』
第
七
六
八
号
『
週
刊
読
売
』
『
読
売
新
聞
』

五
、
思
考
す
る
全
体
論
者
　
（
A
・
ケ
ス
ト
ラ
ー
　
　
『
偶
然
の
本
質
』
、
　
　
　
蒼
樹
書
房
）

『
日
本
読
書
　
　
新
聞
』

「
九
七
四
年
七
月
一
日

『
公
明
新
聞
』

一
九
七
七
年
六
月
六
日

七
、
個
性
的
な
知
的
営
為
　
（
L
・
ジ
ョ
ー
ズ
編
　
　
『
現
代
の
宇
宙
論
』
、
　
　
　
小
尾
信
弥
他
訳
、
　
　
　
海
鳴
社
）

『
日
本
読
書
　
　
新
聞
』

一
九
七
七
年
六
月
＝
二
日

目
、
科
学
を
い
か
に
救
済
す
　
る
か
　
（
J
・
R
・
ラ
ベ
ッ
ツ
　
　
『
批
判
的
科
学
』
、
　
　
中
山
茂
他
訳
、
　
　
　
　
　
秀
潤
社
）

『
公
明
新
聞
』

一
九
七
七
年
九
月
二
六
日

九
、
過
去
の
夢
と
未
来
へ
の
　
勇
気
を
鼓
舞
　
（
カ
ー
ル
・
セ
ー
ガ
ン
　
　
『
エ
デ
ン
の
恐
竜
』
、
　
　
長
野
敬
訳
、
秀
潤
社
）

『
公
明
新
聞
』

一
九
七
八
年
六
月
二
六
日



XXXV皿

一
〇
、
多
く
の
問
題
提
起
を
　
含
む
　
（
P
・
B
・
メ
ダ
ワ
ー
　
『
進
歩
へ
の
希
望
』
、
　
千
原
呉
郎
・
鈴
子
訳
、
　
東
京
化
学
同
人
）

『
公
明
新
聞
』

一
九
七
八
年
一
〇
月
三
〇
日

一
一
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
人
物
講
談
　
（
科
学
朝
日
編
『
ノ
ー
ベ
　
ル
賞
の
光
と
影
』
、
　
朝
日
新
聞
社
）

『
科
学
』
第
五
一
巻
第
一
二
号

　
九
八
一
年
一
二
月

『
東
京
大
学
　
　
　
新
聞
』
第
＝
二
四
九
号

一
九
八
二
年
一
〇
月
五
日

『
週
刊
文
春
』

一
九
八
三
年
　
八
月
四
日

『
日
本
読
書
　
　
　
新
聞
』
第
二
二
七
八
号

一
九
八
四
年
一
〇
月
一
五
日

『
学
鐙
』
第
八
二
巻
第
六
号

一
九
八
五
年
　
六
月
五
日

一
六
、
相
対
性
理
論
の
哲
学
的
次
元
を
解
明
　
（
広
松
渉
『
相
対
性
理
論
　
の
哲
学
』
、
勤
草
書
房
）

『
週
刊
　
　
読
書
人
』
第
一
六
二
八
号

一
九
八
六
年
　
四
月
一
四
日

一
七
、
無
題
　
（
三
島
昭
男
『
森
か
ら
の
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
、
新
潮
　
社
／
岸
根
卓
郎
『
新
し
　
い
国
づ
く
り
を
目
指
し
　
て
一
農
都
融
合
社
会
シ
　
　
ス
テ
ム
』
、
春
秋
社
）

『
緑
の
文
明
』
第
一
号

一
九
八
六
年
　
四
月

『
日
経
サ
イ
エ
ン
ス
』

一
九
八
八
年
　
二
月



XXX皿

『
数
学
　
セ
ミ
ナ
ー
』
第
二
七
巻
第
七
号

一
九
八
八
年
七
月

『
科
学
朝
日
』
第
四
九
巻
第
三
号

一
九
八
九
年
　
三
月

『
科
学
』
第
五
九
巻
第
五
号

「
九
八
九
年
五
月

『
週
刊
読
書
人
』

「
九
八
九
年
　
八
月
一
四
日

一
＝
二
、
詩
人
科
学
者
の
真
骨
　
頂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
（
＝
禾
成
夫
『
生
命
形
態
　
　
の
自
然
誌
i
解
剖
学
論
　
集
』
、
う
ぶ
す
な
書
院
）

『
文
化
会
議
』
第
二
五
〇
号

【
九
九
〇
年
　
四
月

『
週
刊
読
書
人
』

「
九
九
〇
年
一
一
月
一
二
日

二
五
、
歴
史
再
構
築
へ
の
視
線
　
（
P
・
チ
ュ
イ
リ
エ
　
『
ニ
ュ
ー
ト
ン
と
魔
術
　
師
た
ち
』
、
高
橋
純
　
　
訳
、
工
作
舎
）

『
図
書
新
聞
』
第
二
〇
三
九
号

一
九
九
一
年
　
一
月
二
六
日

『
科
学
朝
日
』
第
五
「
巻
第
二
号

一
九
九
一
年
　
二
月
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『
文
化
会
議
』
第
二
六
九
号

一
九
九
一
年
一
一
月

『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九
一
年
一
一
月
一
七
日

『
図
書
新
聞
』
第
二
〇
八
○
号

一
九
九
一
年
一
二
月
七
日

『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九
二
年
　
五
月
三
日

『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九
二
年
　
九
月
一
三
日

『
日
経
サ
イ
エ
ン
ス
』
第
二
二
巻
第
一
〇
号

一
九
九
二
年
一
〇
月

三
三
、
ジ
ャ
ン
ル
別
ブ
ッ
ク
　
ガ
イ
ド
・
宇
宙
一
〇
冊

『
マ
リ
・
ク
レ
；
ル
』

一
九
九
二
年
一
二
月

一
九
九
二
年
一
二
月
二
〇
日
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『
週
刊
読
書
人
』
第
一
九
六
八
号

一
九
九
三
年
　
一
月
二
五
日

三
六
、
科
学
と
文
学
の
結
合
　
一
七
、
一
八
世
紀
の
想
像
力
を
証
言
す
る
　
（
B
・
L
・
B
・
ド
・
フ
　
ォ
ン
ト
ネ
ル
『
世
界
の
複
数
性
に
つ
い
て
の
対
話
』
、
赤
木
昭
三
訳
、
工
作
舎
）

『
図
書
新
聞
』
第
二
〇
九
八
号

一
九
九
三
年
　
一
月
三
〇
日

三
七
、
地
球
・
生
命
の
誕
生
中
心
に
解
く
　
（
松
井
昭
典
『
宇
宙
誌
』
、
　
　
徳
間
書
店
）

『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九
三
年
　
三
月
一
四
日

三
八
、
実
践
的
活
動
家
の
哲
学
　
（
合
田
周
平
『
二
一
世
紀
　
　
日
本
の
選
択
共
生
革
　
　
命
』
、
に
っ
か
ん
書
房
）

『
文
化
会
議
』
第
二
八
七
号

一
九
九
三
年
　
五
月
一
日

三
九
、
ユ
ー
モ
ア
に
富
む
筆
致
で
基
本
概
念
説
明
　
（
D
・
ル
エ
ー
ル
『
偶
然
　
　
と
カ
オ
ス
』
、
青
木
薫
　
　
訳
、
岩
波
書
店
）

『
公
明
新
聞
』

一
九
九
三
年
　
五
月
二
四
日

四
〇
、
人
類
の
夢
に
挑
む
科
学
の
冒
険
？
暴
走
？
　
（
エ
ド
・
レ
ジ
ス
『
不
死
　
　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』
、
大
　
　
貫
昌
子
訳
、
工
作
舎
）

『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九
三
年
六
月
六
日

『
産
経
新
聞
』

一
九
九
三
年
　
八
月
一
日

四
二
、
「
聖
域
」
の
今
を
巧
　
み
に
　
（
デ
イ
ウ
ィ
ッ
ド
・
G
・
　
　
キ
ャ
ン
ベ
ル
『
南
極
が
　
　
語
る
地
球
物
語
』
、
笹
　
　
野
洋
子
訳
、
講
談
社
）

『
北
海
道
新
聞
』

一
九
九
三
年
一
〇
月
一
七
日

四
三
、
二
百
万
年
前
の
化
石
人
骨
発
見
の
記
録
　
（
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ョ
ハ
ン
　
　
ス
ン
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

『
公
明
新
聞
』

一
九
九
四
年
　
二
月
二
一
日

シ
ュ
リ
ー
ブ
『
ル
ー
シ
ー
の
子
供
た
ち
』
、
馬
場
悠
男
監
修
、
堀
内
静
子
訳
、
早
川
書
房
）
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四
四
、
人
間
見
据
え
自
然
談
　
義
　
（
立
花
隆
ほ
か
『
マ
ザ
ー
　
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ズ
・
ト
i

『
北
海
道
新
聞
』
一
九
九
四
年
　
三
月
六
日

ク
』
、
新
潮
社
）

『
東
京
新
聞
』

一
九
九
四
年
　
三
月
六
日

四
六
、
人
口
爆
発
、
人
類
の
　
存
亡
占
う
　
（
松
井
孝
典
編
著
『
最
後
　
　
の
選
択
』
、
徳
間
書
店
）

『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九
四
年
　
三
月
＝
二
日

四
七
、
生
理
か
ら
社
会
ま
で
　
調
査
　
（
川
道
武
男
『
ウ
サ
ギ
が
　
　
は
ね
て
き
た
道
』
、
紀
　
　
伊
国
屋
書
店
）

『
北
海
道
新
聞
』
一
九
九
四
年
五
月
八
日

『
図
書
新
聞
』
第
二
二
〇
一
号

一
九
九
四
年
　
六
月
一
一
日

『
公
明
新
聞
』

一
九
九
四
年
　
六
月
二
七
日

『
日
経
　
サ
イ
エ
ン
ス
第
二
四
巻
第
七
号
通
巻
二
七
四
号

一
九
九
四
年
　
七
月

『
北
海
道
新
聞
』

一
九
九
四
年
七
月
一
〇
日
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五
二
、
書
評
　
（
湯
浅
三
男
『
環
境
と
文
　
　
明
』
、
新
評
論
）

『
比
較
文
明
』
第
一
〇
号

一
九
九
四
年
一
〇
月

五
三
、
軽
妙
な
語
り
口
で
多
　
様
な
感
興
そ
そ
る
　
（
池
内
紀
『
二
〇
世
紀
博
　
　
物
館
』
、
平
凡
社
）

『
公
明
新
聞
』

一
九
九
四
年
一
〇
月
「
○
日

『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九
四
年
＝
月
一
三
日

『
形
の
文
化
誌
』
第
二
号

一
九
九
四
年
一
一
月

五
六
、
人
間
が
生
命
作
る
宣
　
言
書
　
（
柴
田
崇
徳
・
福
田
敏
男
　
　
編
著
『
人
工
生
命
の
近
　
　
未
来
』
、
時
事
通
信
社
）

『
北
海
道
新
聞
』

一
九
九
四
年
一
二
月
二
日

『
図
書
新
聞
』
第
二
二
三
二
号

一
九
九
五
年
　
二
月
五
日

『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九
五
年
　
四
月
二
三
日

『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九
五
年
九
月
一
七
日

六
〇
、
創
造
の
現
場
を
人
間
　
味
豊
か
に
　
（
ブ
レ
ッ
ド
・
ハ
プ
グ
ッ
　
　
ド
『
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
　
　
ツ
エ
科
大
学
』
、
鶴
岡
　
　
雄
二
訳
、
新
潮
社
）

『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九
五
年
＝
月
一
二
日



『
週
刊
読
書
人
』
第
二
＝
九
号
『
図
書
新
聞
』
第
二
二
七
九
号
『
図
書
新
聞
』
第
二
二
八
四
号

XXXX皿


